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 C 型肝炎における樹状（DC）細胞の病態形成における免疫応答システムの変調とそのメカニズムを

細胞免疫能の観点から分子機序を解明した。治療抵抗性の C 型肝炎の新しい治療戦略を開発する上で

大きな進歩である。また、肝癌に対しても DC 細胞機能の賦活化について基礎的研究もなされ、その

研究成果は高く評価できる。今後は、臨床応用についてさらに検討されることが望ましい。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 


